
Intel CPUマイクロアーキテクチャの大まかな変遷

P6(Pentium IIIなど)の場合

NetBurst(Pentium 4)の場合(Prescottは31段)
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Banias系の場合(推定)
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uOPsフュージョン
従来複数のuOPsに分解していた
Instruction を、1個のuOPに融合さ
せてuOPsの数を減らす

FuseduOPs分解
複数のオペレーションを含むFuseduOPs
を分解。各オペレーション毎にターゲット
のExecuteユニットに発行する
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デコーダをトレースキャッシュよりも
前に出すことで、デコーダを複雑化
しても性能への影響が少なくなる

命令キャッシュであるトレースキャッ
シュには、x86命令ではなくuOPsを格
納する。キャッシュにヒットする限り
は、デコードの必要がない

最大3個のuOPsを1サイクルに
フェッチできる

3個のx86 が同時にデコードさ
れる。平均して3個程度の
uOPsが出力される
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x86 をuOPsに分解せずに
実行する

Pentium(P5)の場合
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Merom系の場合(推定)
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従来3命令/サイクルだったx86命令デ
コードを、4命令/サイクルに拡張

uOPsフュージョンを発展、より多く
のオペレーションを融合可能に

uOPsフュージョン
従来複数のuOPsに分解していたx86
命令を、複数のuOPを重ねたFused
uOPsに変換。uOPsの数を減らす

FuseduOPs分解
複数のオペレーションを含むFused
uOPsを分解。各オペレーション毎にター
ゲットの実行ユニットに発行する。命令
発行ポート自体は、3wayより多いと推定
される
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実行ユニット群はuOPsを実行
する。実際にはイシューポート
は3wayより多い
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